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恒
例
と
な
っ
て
い
る

新
橋
支
部
春
闘
統
一
行

動
が
今
年
も
意
気
軒
昂

に
開
催
さ
れ
た
。

　

一
六
日
は
貨
物
春
闘

勝
利
総
行
動
と
闘
争
団

の
国
会
前
座
り
込
み
へ

の
参
加
、
一
七
日
は
地

区
協
別
の
学
習
会
・
討

論
集
会
・
駅
頭
宣
伝
な

　

三
月
七
日
、
昨
年
と
同
じ
神
奈
川
県
立
神
奈
川
工

業
高
等
学
校
に
お
い
て
、

一
六
回
を
数
え
る
野
球
審

判
団
技
術
講
習
会
が
八
〇

名
の
審
判
員
（
神
奈
川
区

と
合
同
）
の
参
加
で
開
催

さ
れ
た
。

　

今
年
は
、
神
奈
川
県
立

神
奈
川
工
業
高
等
学
校
と

霧
が
丘
高
等
学
校
の
野
球

部
の
皆
さ
ん
と
横
浜
野
球

連
盟
に
ご
協
力
を
頂
き
、

五
月
の
東
日
本
本
部
大
会
、

が
ん
ば
ろ
う
三
唱
で
集
会
を
終
了
し
、
鍛
冶
橋
ま
で

の
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。
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三
月
一
五
日
、
国
労
東
京
「
全
分
会
長
会
議
」

が
日
本
青
年
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　

風
雨
の
強
い
中
に
も
拘
ら
ず
大
勢
の
分
会
長
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
組
織
拡
大
を
中
心
と
す
る

課
題
に
つ
い
て
の
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

　

会
議
は
、
石
上
委
員
長
の
挨
拶
に
続
き
、
本
部
・

高
橋
委
員
長
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
現
状
」

京
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
分
会
と
信
濃
川
発
電
所
分
会
か

ら
決
意
表
明
を
受
け
、
闘
争
団
か
ら
の
報
告
、
団
結

八
月
と
九
月
に
開
催
さ
れ
る
第
三
七
回
地
本
野
球
大

会
、
ま
た
各
地
区
本
部
・
支
部
の
大
会
開
催
に
向
け

た
準
備
が
整
っ
た
。

　

各
機
関
の
野
球
大
会
の
日
程
は

　

上
野
支
部
【
五
・
一
一
、六
・
三
】

　

大
宮
地
区
本
部
【
五
・
一
一
、五
・
二
五
】

　

神
奈
川
地
区
本
部
【
五
・
二
七
、六
・
一
〇
】

　

八
王
子
地
区
本
部
【
五
・
二
六
、六
・
六
】

　

新
橋
支
部
【
七
・
三
一
、八
・
二
一
、九
・
一
一
】

と
な
っ
て
い
る
。

　

東
京
地
本
大
会
は
八
月
七
日
と
九
月
三
日

　

東
日
本
本
部
大
会
は
五
月
一
四
・
一
五
日

と
決
定
し
て
い
る
。

　

南
橋
本
駅
分
会
は
、
相
模
線
の
駅
職
場
「
南
橋
本

（
Ｊ
Ｒ
）、
上
溝
（
委
託
）、
番
田
（
委
託
）、
原
当
麻

（
委
託
）
下
溝
（
委
託
）
相
武
台
下
（
委
託
）
の
六
駅
」

の
連
合
分
会
。

　

相
模
線
で
は
、
二
年
前
の
「
駅
の
あ
り
方

二
〇
〇
八
」
で
管
理
駅
以
外
は
す
べ
て
神
奈
川
企
画

開
発
へ
委
託
さ
れ
、
社
員
も
そ
の
ま
ま
出
向
扱
い
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
労
一
三
名
中
九
名
が
委
託
駅
の
組

合
員
と
な
っ
て
お
り
、
四
月
か
ら
は
、
神
奈
川
企
画

か
ら
環
境
ア
ク
セ
ス
と
会
社
が
変
わ
り
ま
す
。

　

分
会
で
は
、
各
駅
か
ら
代
表
一
名
を
執
行
委
員
に

選
出
。
月
一
回
の
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
分
会
で

の
取
り
組
み
や
、
仲
間
の
不
平
や
不
満
、
問
題
点
を
、

個
人
で
解
決
す
る
の
で
は
な
く
、
分
会
全
体
の
問
題

と
し
て
考
え
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
い
分
会
な
の
で
、
大
き
な
事
は
出
来
ま
せ
ん

が
、
年
一
回
、
他
労
組
を
ふ
く
め
た
職
場
旅
行
や
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
忘

年
会
等
で
意
思
統
一
を
深

め
合
っ
て
い
ま
す
。
委
託

さ
れ
て
か
ら
は
、
年
配
の

社
員
が
多
く
、
一
人
勤
務

の
た
め
、
突
然
の
病
気
や

利
用
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
多
く
の
問
題
点
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
模
線
の
多
く

が
日
勤
勤
務
と
い
う
こ
と

で
夜
間
無
人
化
と
な
り
、不
正
乗
車
や
青
少
年
の「
た

ま
り
場
」
と
化
し
、
地
域
の
安
全
面
か
ら
も
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
突
然
の
呼
び
出
し
や
、
電
車
の
遅
れ
な
ど

の
対
応
の
た
め
、
充
分
な
休
憩
と
な
っ
て
い
な
い
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
先
日
も
、
昼
の
休
憩
時
間
に

食
事
に
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
券
売
機
の
ト
ラ
ブ
ル

で
呼
び
出
し
て
も
駅
社
員
が
不
在
で
対
応
で
き
ず
、

管
理
駅
に
こ
の
事
象
を
伝
え
た
と
い
う
事
が
起
こ
り

ま
し
た
。
そ
れ
以
降
、
休
憩
時
間
に
外
出
す
る
時
は

管
理
駅
に
「
外
出
し
ま
す
」
と
伝
え
る
よ
う
に
な
り
、

食
事
な
ど
の
外
出
が
暗
に
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
委
託
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
本
体
と
の
差
別
や
、

四
〇
代
の
出
向
組
合
員
が
将
来
展
望
が
見
え
な
い
と

い
う
理
由
や
、
五
五
歳
で
マ
ル
ス
を
覚
え
る
事
に
悩

み
退
職
さ
れ
た
仲
間
も
い
ま
す
。
一
人
二
駅
は
出
来

る
よ
う
多
く
の
助
勤
が
発
生
し
、
精
神
的
な
苦
痛
が

増
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
組
織
化
に
つ
い
て
、
問
題
は
山

積
み
し
て
い
ま
す
が
、
要
求
を
ぶ
つ
け
る
相
手
が
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
中
で
は
「
怒
り
」
の
鉾
先
が
分

会
内
で
く
す
ぶ
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　

今
後
も
職
場
で
の
問
題
は
全
体
の
問
題
と
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
働
き
続
け
る
事
の
出
来
る
労
働
条

件
と
、
職
場
環
境
、
な
ん
で
も
話
し
合
え
る
職
場
作

り
に
向
け
て
、組
織
と
団
結
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

に
つ
い
て
、東
日
本
本
部
・
高
野
書
記
長
か
ら
「
〇
九

春
闘
の
取
り
組
み
と
現
状
、
並
び
に
あ
っ
せ
ん
申

請
に
つ
い
て
の
今
後
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
の

報
告
を
受
け
、
二
人
の
分
会
長
か
ら
質
疑
を
受
け

た
。

　

次
に
、
上
京
闘
争
団
の
団
長
で
小
倉
闘
争
団
の

中
村
さ
ん
、
東
京
闘
争
団
の
松
本
繁
崇
さ
ん
か
ら

の
報
告
、
地
方
本
部
・
松
川
書
記
長
か
ら
の
提
起

を
受
け
、
三
名
の
分
会
長
か
ら
質
疑
を
受
け
た
。

　

分
会
長
会
議
の
獲
得
課
題
は
、
第
一
に
組
織
拡

大
、
第
二
に
〇
九
春
闘
、
第
三
に
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事

件
の
早
期
解
決
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
意
思
統
一

と
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
石
上
委
員
長
の
力
強
い
団
結
が
ん
ば

ろ
う
で
終
了
し
、
各
分
会
長
は
職
場
に
向
か
っ
た
。

ど
創
意
工
夫
し
た
取
り

組
み
、
一
八
日
は
海
側

と
山
側
に
分
か
れ
て

の
宣
伝
行
動
と
国
会
前

座
り
込
み
へ
の
参
加
、

一
九
日
は
地
区
別
の
主

要
駅
頭
宣
伝
行
動
の
後
、

交
通
ビ
ル
地
下
で
の
集

約
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

集
約
集
会
は
、
渡
辺

組
織
部
長
の
司
会
で
始

ま
り
、
山
田
委
員
長
の

挨
拶
、
上
部
機
関
か
ら
、
本
部
・
高
橋
委
員
長
、
東

京
地
本
・
松
川
書
記
長
、
来
賓
は
、
本
部
・
岩
元
青

年
部
長
、
南
部
全
労
協
・
藤
村
事
務
長
、
大
井
工
場

支
部
・
佐
藤
書
記
長
の
方
々
か
ら
挨
拶
を
受
け
た
。

　

統
一
行
動
報
告
を
谷
崎
書
記
長
が
行
っ
た
後
、
東

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を
求
め
る
意
見
書
採
択
！

３
月　

日
清
川
村　   

日
大
磯
町　     

日
平
塚
市
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セ
ン
タ
ー
）

　

新
採
者
が
職
場
に
残
ら
ず
技
術
継
承
が
で
き

な
い
問
題
。
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
職
場
確
保
も
兼

ね
た
業
務
委
託
で
本
務
者
の
職
場
が
無
く
な
る

問
題
に
つ
い
て
。

東
京
闘
争
団
特
別
発
言
（
山
下
）

　

い
ず
れ
の
裁
判
も
重
要
な
局
面
。
解
決
水
準

を
引
き
上
げ
る
た
め
に
も
全
力
で
闘
い
抜
く
。

解
決
の
責
任
は
、
国
鉄
分
割
民
営
化
を
推
進
し

た
政
府
と
、
国
鉄
を
引
き
継
い
だ
鉄
道
運
輸
機

構
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
。
ど
ち
ら
か
一
方
で

は
、
我
々
の
要
求
で
あ
る
雇
用
・
年
金
・
解
決

金
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
残
さ
れ

た
二
月
闘
争
、
三
月
闘
争
を
頑
張
り
抜
く
。

合
田
満
（
上
野
支
部
・
我
孫
子
保
線
技
術
セ
ン

タ
ー
）

　

信
濃
川
発
電
所
の
問
題
に
か
ら
め
、
組
合
と

し
て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
必
要
。
メ
ン
テ
合
理
化

以
降
の
Ｐ
会
社
と
の
業
務
区
分
が
あ
い
ま
い
に

な
っ
て
い
る
問
題
。
出
向
者
も
団
交
に
出
し
た

い
。

岡
田
直
之
（
新
橋
支
部
・
板
橋
駅
）

　

派
遣
切
り
な
ど
の
失
業
問
題
。
学
習
交
流
会
、

街
頭
宣
伝
な
ど
〇
九
春
闘
に
向
け
た
支
部
春
闘

統
一
行
動
。
こ
れ
と
合
わ
せ
た
不
採
用
事
件
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
。
信
発
分
会
組
合
員
の

不
安
に
つ
い
て
。

松
井
弘
文
（
八
王
子
支
部
・
河
辺
駅
）

　

合
理
化
、
委
託
化
に
よ
る
輸
送
障
害
時
に
情

報
が
入
ら
な
い
。
設
備
改
善
要
求
の
問
題
。

湊
信
蔵
（
国
府
津
支
部
・
真
鶴
駅
）

　

不
採
用
事
件
解
決
に
向
け
た
行
動
や
自
治
体

決
議
獲
得
の
取
り
組
み
。
憲
法
改
悪
反
対
に
向

け
た
地
域
や
県
内
で
連
携
し
た
九
条
の
会
の
取

に
つ
い
て
会
社
と
交
渉
が
で
き
な
い
事
、
及
び
組

合
費
に
つ
い
て
。

田
中
亨
（
川
崎
支
部
・
登
戸
駅
）

　

業
務
委
託
駅
で
運
転
扱
い
が
で
き
な
い
問
題
。

中
・
大
規
模
駅
で
ベ
テ
ラ
ン
が
足
り
な
い
状
況
。

分
会
内
に
正
社
員
・
エ
ル
ダ
ー
社
員
・
委
託
駅
出

向
社
員
が
混
在
す
る
問
題
。
エ
ル
ダ
ー
社
員
、
出

向
社
員
に
つ
い
て
団
交
が
で
き
な
い
問
題
な
ど
。

望
月
英
征
（
中
央
支
部
・
東
京
工
事
事
務
所
）

　

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
職
場
の
問
題
。
こ
れ
か
ら
エ

ル
ダ
ー
に
な
る
組
合
員
が
、
子
会
社
再
編
で
行
き

先
が
決
ま
ら
な
い
な
ど
の
問
題
。
不
採
用
事
件
に

つ
い
て
。

伊
東
敏
明
（
大
井
工
場
支
部
・
東
京
総
合
車
両

セ
ン
タ
ー
）

　

不
採
用
事
件
解
決
に
向
け
た
品
川
国
鉄
ま
つ

り
や
南
部
大
集
会
な
ど
の
取
り
組
み
。
〇
九
春

闘
に
向
け
た
品
川
春
闘
共
闘
な
ど
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
。

鈴
木
一
雄
（
新
橋
支
部
・
中
野
車
掌
区
）

　

職
場
の
若
手
社
員
の
状
況
に
つ
い
て
。

松
本
靖
雄
（
大
宮
工
場
支
部
・
大
宮
総
合
車
両

中
で
、
契
約
社
員
の
拡
大
、
東
北
縦
貫
線
な
ど
今

後
大
き
な
変
化
が
あ
る
。
そ
の
中
で
国
労
が
労
働

組
合
と
し
て
力
を
発
揮
し
、
そ
し
て
選
択
し
て
も

ら
う
た
め
に
も
取
り
組
み
の
強
化
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
技
術
継
承
の
問
題
で
あ
る
と
か
、
ホ
ー

ム
ド
ア
の
問
題
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
指
摘
が

あ
っ
た
が
、
業
務
検
証
委
員
会
、
安
全
対
策
委
員

会
の
中
で
議
論
し
な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進
め

る
。

　

三
点
目
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解

決
を
求
め
る
闘
い
が
極
め
て
重
要
な
時
期
。
今
、

ま
さ
に
自
民
党
以
外
の
全
政
党
が
結
集
す
る
状

況
。
あ
と
一
歩
。
改
め
て
気
を
引
き
締
め
な
が
ら
、

団
結
の
再
確
認
、
再
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

八
郷
清
幸
（
上
野
支
部
・
鶯
谷
駅
）

　

契
約
社
員
の
労
働
条
件
、
職
場
で
の
現
状
や
正

社
員
化
の
問
題
。
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
職
場
の
問
題

　

一
点
目
は
組
織
強

化
・
拡
大
の
取
り
組

み
で
、
①
組
織
の
活

性
化
が
重
要
で
あ
る

点
。
②
仲
間
を
大
切

に
す
る
気
持
ち
と
具

体
的
な
行
動
で
あ
る

点
。
③
声
を
掛
け
る

勇
気
と
最
後
の
一
言
に
尽
き
る
。
こ
の
三
点
が

あ
っ
て
拡
大
が
現
実
に
な
る
。
ほ
ん
の
少
し
の

き
っ
か
け
を
見
逃
さ
ず
勇
気
を
持
ち
加
入
を
呼

び
掛
け
る
よ
う
に
全
体
で
確
認
し
合
い
た
い
。

　

二
点
目
は
、
労
働
条
件
改
善
、
〇
九
春
闘
の
取

り
組
み
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
長
期
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の

り
組
み
な
ど
。

丸
山
淳
一
（
自
動
車
支
部
・

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
）

　

Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
と
労
働

協
約
を
締
結
し
、
一
部
は

改
善
さ
れ
た
が
、
ま
だ
残

る
国
労
差
別
。
休
日
労
働

な
ど
職
場
や
運
転
の
状

況
。
試
験
に
合
格
し
な
い

と
賃
金
が
上
ら
な
い
。
賃

金
体
系
が
違
う
五
種
類
の

社
員
が
働
く
状
況
な
ど
に

つ
い
て
。

曽
篠
一
弘
（
上
野
支
部
・
田
端
運
転
所
）

　

安
全
安
定
輸
送
に
ほ
ど
遠
く
三
五
年
以
上
た
っ

た
機
関
車
を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
、
若
い
社
員
が
入
ら

ず
技
術
継
承
が
進
ま
な
い
現
状
。
事
故
を
起
こ
し
た

と
き
扱
い
が
違
う
な
ど
国
労
差
別
の
状
況
。
〇
九
春

闘
勝
利
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

佐
藤
勲
（
大
宮
支
部
・
北
戸
田
駅
）

　

払
い
戻
し
や
運
転
扱
い
な
ど
業
務
委
託
駅
の
扱

う
範
囲
が
不
明
確
な
問
題
。
契
約
社
員
の
状
況
と
あ

わ
せ
、
ベ
テ
ラ
ン
が
不
足
す
る
大
駅
の
状
況
。
窓

口
の
な
い
委
託
駅
に
ベ
テ
ラ
ン
社
員
が
い
る
現
状
。

支
社
と
の
交
渉
に
委
託
駅
社
員
が
出
ら
れ
な
い
状

況
な
ど
に
つ
い
て
。

千
葉
利
吉
（
新
橋
支
部
・
大
崎
運
輸
区
）

　

統
合
・
新
設
さ
れ
た
運
輸
区
の
実
態
。
国
交
省

か
ら
三
回
の
警
告
書
が
出
さ
れ
、
鉄
道
の
安
全
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
問
題
。
不
況
に
よ
る
失
業
問
題

と
〇
九
春
闘
勝
利
に
向
け
た
宣
伝
・
集
会
・
共
闘

の
報
告
。
不
採
用
事
件
解
決
に
向
け
た
、
自
治
体

決
議
、
議
員
要
請
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

松
田
恭
明
（
新
橋
支
部
・
渋
谷
駅
）

　

小
集
団
な
ど
社
員
同
士
の
競
争
を
強
い
ら
れ
る
、

契
約
社
員
・
若
手
社
員
の
職
場
実
態
。
契
約
社
員

の
正
社
員
化
の
問
題
。
一
人
一
要
求
か
ら
現
場
の

取
り
組
み
、
寝
室
改
善
な
ど
職
場
改
善
の
取
り
組

み
。
不
採
用
事
件
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強

化
に
つ
い
て
。

〇
九
春
闘
標
語
決
ま
る
！

　

入
選

：

佐
藤　

治　

（
大
井
工
場
支
部
・
車
体
科
分
会
）　

　
　
　
　

守
ろ
う
雇
用
と
生
活　

正
規
・
非
正
規　

手
を
取
り
合
っ
て　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
生
活
改
善

　

佳
作

：

山
田　

勉　

（
大
宮
工
場
支
部
・
車
両
二
科
分
会
）

　
　
　
　

守
ろ
う
生
活　

打
ち
壊
せ　

格
差
と
貧
困　

闘
う
ぞ
！
！
〇
九
春
闘　


